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＜病棟連絡事項＞
・補助金で個入したキーボードカバーとクイックルワイパー（本体＋取替シート）を本日病棟ボックスに入れました。各部署で活用していただけますと幸いです。
庶務　庄司

＜東病棟入室状況＞
【転出】
・小林　信英様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Aユニット121号室

＜患者様連絡事項＞
・吉田　良子様～臨時薬のフルニトラゼパム(1)1T、オランザピンOD(5)1Tが処方切れとなる為、主治医へ報告し、同内容で7日分処方。

・佐々木　章洋様～疼痛時カロナール(200)3Tの残数少ない為、主治医へ報告し、同薬10回分処方。

・白井　光男様～排便-5日目。便秘時のIFオーダー無し。主治医へ報告し、便秘時ピコスルファートNa内用液10～15滴内服の指示頂き、同薬1本処方。
・藤村　悦子様～看護スタッフ1名付き添いにて八戸赤十字病院　消化器科受診の為、外出され、12:45帰院。診療情報提供書とCD-ROM1枚預かる。今後は当院フォローしていく事となり終診となる。食事がしっかり摂れており、クローン病は寛解状態に落ち着いている為、エレンタールは休薬をとの事である為、主治医へ中止指示確認していく。ペンタサ・胃薬・整腸剤系継続していく。ペンタサは院内処方採用無し。薬局へ相談して、当院で取り寄せられるか検討して返答するとの事。病状憎悪や再燃あれば紹介してもらえれば良いとの事。

・工藤　正男様～南病棟へ転出済みの患者様。本日ご家族様面会の為、来院された為、入院診療計画書へのサイン・スキャンを済ませ、

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察実施するも他室侵入･ステーションへの侵入頻回にあり。他者の私物を盗る行為もあり、早めに開放観察終了している。室内では徘徊、奇声を発している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。小声での独語、壁･ドアを叩く行為あり。対面時は性的な発言聞かれ、時折、下半身露出している。介入にもニヤツキみられている。粗暴性･易怒性はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16：00の開放観察実施。開放観察中は自室にて臥床している事多くみられている。過度な飲水要求なく、過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
＜要注目患者様情報＞
・米田　敬子様～病棟スタッフ・主治医に対する猜疑心高く各食拒食、朝食後薬に関しても"当院より処方されたものは飲まない"と訴え一部拒薬。衒奇的行動は無く幻覚に関しても口頭上否定。活動性低下しており同一姿勢保持し続ける。

・川村　優子様～帰宅要求頻回に聞かれ、ナースステーション内へ侵入しようとすることあり。介入に対し、易怒性みられている。

・相内　キヨ様～各食自力で全量摂取、拒薬無し。日中は危険防止・安静保持目的にて安全ベルト使用し車椅子上で過ごして頂いている。断続的に大声上げ接近した他者の腕を引っ張る等の粗暴行為あり都度介入要している。

・宮古　克洋様～血圧やや低値だがその他バイタルサイン異常無し。痰鳴、肺雑音無し。点滴トラブル無く施行。

＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～明日より開放観察時間6:00～20:00へ拡大。臨時薬は同内容で7日分処方。

・河村　哲久様～臨時薬同内容で7日分処方。

・高橋　義明様～レボトミン錠２５ｍｇ 1 錠  クエチアピン錠２００ｍｇ「アメル」 1 錠  1日1回　ねる前　→バルプロ酸ナトリウム徐放錠Ａ２００ｍｇ「トーワ」 2 錠  1日1回　ねる前　へ変更。　
　　　　　　　　ラツーダ錠20ｍｇ 2 錠　1日1回　夕食後　中止。その他同内容で7日分処方となる。

・小笠原　久年様～著変無し。

・小澤　和子様～著変無し。臨時薬同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～著変無し。

・立花　圭様～著変無し。

・若沢　理子様～著変無し。臨時薬同内容で7日分処方。

・宮古　克弘様～酸化マグネシウム錠３３０ｍｇ 1日2回　朝夕食後 →臨時薬より中止、その他同内容にて7日分処方となる。

・神　ツヱ様～臨時薬同内容で7日分処方。

・会津　慮子様～臨時薬はグリメピリド錠１mｇ　1日1回　朝食直前　追加その他同内容で7日分処方。

・畠山　智亜紀様～ブロチゾラムＯＤ錠０．２５ｍｇ　1日1回　ねる前　6日分　本日より追加。退院時処方4日分処方となる。

・安達　貴浩様～不調時ロラゼパム（0.5）10回分、胃痛時FK散5回分処方

・藤井　孝蔵様～臨時薬処方無し。

・岡山　貴文様～103ツムラ酸棗仁湯エキス顆粒（医療用）（ヒート） 2 包 1日1回就寝前　中止→ブロマゼパム2ｍｇ　3錠毎食後へ変更。その他同内容で7日分処方となる。

・城前　実様～臨時薬処変無し。

・DORSEY　美弥様～著変無し。

＜皮膚科診察情報＞
・相内　キヨ様～右臀部～大腿外側に5cm×20cmに及ぶ皮膚欠損(辺縁部に瘢痕性表皮化局面)・右第1～2指に殆ど表皮化した局面あり。処置以下の通り-
①微温湯による創部洗浄
②表皮欠損部(右臀部～大腿部)にソフラチュール貼付+ガーゼ保護
(※状況に応じてテラマイシン軟膏塗布)
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